
様式３

Ⅰ　基本情報

名称

募集方法

指定単位
施設数：１施設

施設維持管理業務、観覧業務（展示室公開）、貸室業務

３　評価単位
施設数：１施設

指定期間

指定管理者評価シート

事業名 札幌市旧永山武四郎邸及び札幌市旧三菱鉱業寮指定管理 所管課（電話番号） 市民文化局文化部文化財課（211-2312）

２　指定管理者

事業概要

開設時期

１　施設の概要

平成元年11月3日 延床面積

札幌市旧永山武四郎邸及び札幌市旧三菱鉱業寮 所在地 中央区北2条東6丁目名称

施設及び展示物の一般公開事業、貸室事業、文化財に関する情報提供

660.76㎡

主要施設 観覧展示室、貸室

目的
市民が文化財に親しみ、札幌の歴史への知識と理解を深めることができる場を提供することにより、
文化財愛護精神を育み、もって市民文化の向上に資すること

業務の範囲

NC・MMS永山邸等運営管理共同事業体
（㈱ノーザンクロス、エムエムエスマンションマネージメントサービス㈱）代表企業　（株）ノーザンクロス

平成30年4月1日～令和5年3月31日
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様式３

Ⅱ　令和元年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1　業務の要求水準達成度

指定管理者
の自己評価

（３）市民が文化財に親しみ、知識と理解を深めることが
　　できる場を提供することにより、 文化財愛護精神を
　　育み、市民文化の向上に資する施設運営を行った。

（７）ウェブサイトをはじめ、各種SNS、自社媒体（NC：カイ、
　　MMS：smile21）等を通じ、多方面への情報発信を
　　行った。

（１）統括管
理業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

１ 札幌市旧永山武四郎邸及び札幌市旧三菱鉱業寮（以下
永山邸等）の設置目的や目指す成果、運営上の課題を踏
まえ、管理運営に当たっては、次の方針に沿って実施した。

（１）文化財保護法等を遵守し、北海道指定有形文化財で
　　ある旧永山邸及び旧三菱鉱業寮を良好な状態で
　　維持保全することに努めた。

（２）札幌市の公の施設として、市民の福祉の増進と、
　　市民の公平な利用に努めた。

項　目 実施状況

２  永山邸等の運営に伴う管理基準の適用等について、関
係する条例・要綱に基づき対応した。

所管局の評価

永山邸の設置目
的を踏まえ、管理
運営に係る基本
方針に従い適切
に運営した。

・管理運営にあたって
は、コンソーシアム2
社の強みを生かした
適切な施設管理、イ
ベント実施等を通じて
多くの市民、観光客が
訪れ、学び、楽しむこ
とができる場の提供
できた。

・「まちの人たちの手
で守り、創り、育てる
文化財」の考え方のも
と、ボランティアガイド
による案内をはじめ、
イベント時の市民の
出展、庭園ボランティ
ア清掃の実施など多
くの方が建物の保全
活用に関わることが
できる運営を行うこと
ができた。

・建物の魅力を活かし
た歴史性と現代感覚
が融合した新たな飲
食事業（ナガヤマレス
ト）を展開することで
市民の方を中心に、
多くの新規来館者を
呼び込むことができ
た。

（４）札幌市文化芸術基本計画や市の文化施策との
　　整合性を図った管理運営を実施した。

（５）サービス水準の維持向上に努め、安定的かつ
　　継続的なサービスの提供に努めた。

（６）利用者や地域住民の声を常に把握し、施設運営に
　　反映することで利用者や市民に愛される施設を
　　目指した。
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様式３

（９）利用者の意見・要望は、施設内に設置したアンケート
　　や現場スタッフによる直接対話等により多く収集できる
　　ように努めた。

（７）展示等に「音声コードUni-Voice」を導入し、音声
　　案内希望者、外国語案内希望者（外国人旅行者など）
　　にも観覧しやすい環境整備を行った。

・「業務マニュアル」を
作成し、スタッフ間で
の共有、統括責任者
（館長）によるロール
プレイング研修を行
い、平等・公平な来館
者対応をすることがで
きた。

・「業務マニュアル」は
半年をめどにスタッフ
間で見直しを確認し、
平等な対応に向けて
随時更新するものとし
ている。（H31年度は
更新なし）

・車いす利用者の方
が来館された際に
は、バリアフリー玄関
をご案内し、ご自身の
車いす利用をご希望
であれば車輪のふき
取りを、室内用に乗り
換えを希望された場
合は館で用意した車
いすを利用して観覧
いただいた。

・ナガヤマレストとも連
携し、カフェ空間への
車いす、ベビーカーの
乗り入れを可とし、だ
れでも気軽に入館で
きるよう全館統一の
対応を実施した。

２  利用に関わる取り組み項目

（３）永山邸等業務マニュアルに基づく業務の統一的な
　　取扱いの徹底並びにマニュアルの随時更新を行い、統
括
　　責任者によるチェック、更には職員間で情報共有を
　　行った。

（４）特定の個人、団体を優遇又は排除することなく、かつ、
　　身障者・高齢者にも配意した公平な運営を行った。

（５）暴力団員や暴力団関係事業者を相手にする場合は、
　　「札幌市暴力団の排除の推進に関する条例」に基づい
　　て、適切に対処することとした。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

１ 平等利用の確保に関する基本方針
公の施設として来館者が自由・平等・公平かつ気軽に利用
しやすい環境づくりとスタッフ教育を心掛けた。

（６）車いす利用者が玄関からスムーズに移動できるよう、
　　動線を確認し、段差解消のためのスロープを設置し、
　　備品として室内移動用の車いすを準備している。

（１）施設利用において、公平で平等な情報発信を行い
　　利用しやすい環境を整えた。

（２）貸室の受付、利用時における利用の制限、使用
　　減免等について、公平・平等な取扱いを行った。

（１０）ホームページのウェブアクセシビリティに関する基本
　　方針の作成及び、取り組みと評価表を公開し、高齢者
　　や障がい者を含めて誰もがホームページで提供される
　　情報や機能を支障なく利用できるように配慮した。

（8）土日祝日はボランティアと連携した館内ガイドを実施
　　し、来館されるお客様へのサービス向上に努めた。
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様式３

１ 環境に配慮した施設の維持管理についての考え方
環境保全活動に対する意識の向上を図り、観覧者、貸室利
用者、事業受託者並びに来館者の協力をいただきながら、
省資源・省エネルギーの実践に努めた。

・管理運営について
は、仕様や運営マ
ニュアルに基づく業務
の役割分担を確認し
ながら円滑な運営が
できるよう努め、観覧
者、利用者への対応
がスムーズにできるよ
う日誌の確認、連絡
事項の引継ぎ、職員
間のグループメッセー
ジツールの活用等、
迅速な情報共有を徹
底しサービス向上に
つなげることができ
た。

・ボランティアガイドに
よる案内により、来館
者により深く建物や地
域の歴史、札幌市内
の文化財について親
しんでいただくことが
できた。

１ 統括管理責任者について
 統括管理責任者は館長とし、永山邸等の文化財に深い関
心を持ち、かつ建物管理の経験豊富な人材を１名配置し
た。

２  具体的な取り組み

（１）エネルギーの使用の合理化等に関する法律を遵守し、
　　エネルギー使用の適切な管理に努めると共に、報告
　　書類を札幌市に報告した。

（４）電気、水道、ガス等の使用に当たっては、点灯時間の
　　厳守や照明不要時の消灯 ・ 減灯、節水、室温設定
　　管理の徹底並びに和室照明のLED蛍光灯への交換
　　などを行い節約に努めた。

（６）近隣施設（サッポロファクトリー）が実施する清掃活動
　　に積極的に参加した。

（３）業務に関わる社員・職員に対し、環境マネジメントに
　　関する研修を年１回実施した。（3/５実施）

・貸室利用者にも歴史
的建造物の特性でも
ある暑さ、寒さについ
て理解と協力を求め、
冬期はスリッパの設
置、管理室でカイロの
配布を行った。

・また、貸室利用の方
へ冬期間の過ごし方
としてひざかけ、ルー
ムシューズの持参を
呼びかけるなどご協
力いただき、暖房エネ
ルギー消費を抑えた
運営を行うことができ
た。

・2018年度文化財活
用のための還元金に
て、図書室と和室Aの
蛍光灯をLED電灯に
交換し、暗さの問題と
エネルギーコストと同
時に解消できた。

・近隣施設の清掃活
動や花壇整備活動に
積極的に協力し、地
域一体となった環境
づくりに参画すること
ができた。

（２）館内の暑さ寒さ対策としてサーキュレーターの導入、
　　冬期間スリッパの設置、採暖室としてれきしの部屋を
　　利用するなど、実施来館者、貸室利用者、事業者と共に
　　エネルギーの合理化に取り組んだ。

３ 従事者の確保、配置

（１）施設管理、観覧受付、貸室受付及び施設の案内など、
　　日常的 な業務を行うスタッフを日中（8：00～17：00）
　　2名、夜間（17：00～22：00）1名配置した。
　　また、夜中（22：00～翌8：00）までは警備員1名を配置、
　　24時間管理体制を敷いた。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者の
確保・配置、人材育成）

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

２ 組織編成に当たっての考え方
永山邸等の管理運営が的確・確実に実施できる組織体制と
し、 管理経験者を含めた人材を配置し、管理ノウハウの継
承を図り組織運営を行った。

（５）管理業務に係る用品等は、札幌市グリーン購入ガイド
　　ラインに従い、極力ガイドライン指定品を使用した。
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・永山邸等管理運
営の推進を図るた
め、職員一人ひとり
が業務に精通し確
実に遂行するた
め、接遇研修の際
にショッピングセン
ターの管理運営担
当者を話題提供者
に招き、具体的な
事例を交えた話題
で職員の資質向上
を図ることができ
た。

・各スタッフが自主
的に市内の文化財
施設を訪ねたり、書
籍からの知見を得
ることができるよう、
講演会やイベント情
報を共有し参加を
促すことで、スタッフ
自身の学びを来館
者への案内等に活
かすことができた。

（３）札幌商工会議所と連携し、土日及び祝日に
　　ボランティアガイドによる案内（午前・午後各1名）を
　　行った。

４ 勤務形態・勤務条件

（１）公的施設運営の基本である公平なサービスの提供を
　　念頭に、 職員全員が統一的に業務ができる体制を
　　確立するため、業務マニュアルを作成し、半年をめどに
　　更新の必要箇所をスタッフ間で検討する機会を設けた。

（２）就業規則を作成し、各業務に支障をきたさないよう
　　研修を実施した、マニュアル等を常備し効率よく運営が
　　できる体制を整えた。

（２）職員は就業規則に沿った勤務条件とし、本社スタッフ
　　が定期的に管理室を訪問、随時意見交換を行った。
　　また、日報およびLINE等を活用し迅速な連絡が行える
　　体制を整えた。

（４）「環境に配慮した施設の維持」及び「個人情報保護」
　　に対する企業の取り組み・活動についての環境マネジ
　　メント研修を年１回実施した。
　　・3/5環境マネジメント研修実施

（２）利用者への安心・安全な施設維持に努めるため、
　　危機管理マニュアルに基づき防災訓練を年２回実施
　　した。またAEDを設置、使用についての研修も行った。

（３）スタッフのおもてなし向上のための研修を専門家を
　　招き、実施した。
　　　・12/11全体スタッフ研修（ホスピタリティ研修）

・5名体制で運営を実
施し、スタッフの労働
環境を向上できた。

・緊急事態宣言発令
中は午前・午後各1名
体制
とし、感染拡大防止に
努め、休業手当の制
度を活用しながらス
タッフの雇用を維持し
つつ管理室業務を行
うことができた。

５ 人材育成・研修計画
永山邸等における円滑な業務推進のため、職員一人ひとり
が業務に精通し確実に実施出来るとともに、 利用者に満足
いただけるおもてなしを行うために、各種研修を実施した。

（1）ローテ―ションの設定にあたっては、5名の現場
　　スタッフ（統括責任者（館長1名、スタッフ4名）を
　　雇用。6月より4名の現場スタッフでスタートしたが、
　　急な体調不良等急なシフト変更にもより柔軟に対応
　　できるようにするため、9月末日スタッフ1名退職を
　　機に、10月より2名雇用し観覧・貸室利用者への
　　サービス、管理運営業務等がスムーズに対応
　　できる人員配置とした。
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・業務を委託するにあ
たり、現場下見の実
施、見積書の依頼、
実績、人員配置計
画、スケジュールの提
示を求め、選定を行
い、作業当日はスタッ
フ立会のもと作業を実
施し、安全確保と法令
遵守の徹底を実施で
きた。

・除雪についてはガソ
リン駆動の除雪機を
導入、除雪時間の効
率化を図ることができ
良好な維持管理を行
うことができた。

１ 警備、日常清掃、定期清掃、随時点検、植栽管理それぞ
れの管理水準が維持できるよう、 管理室スタッフを中心に
管理状態の適正や見直し部分を共有し、管理業務に係るス
タッフが一丸となって業務の改善活動を行うことにより、管
理成果の向上を図った。

（４） 消防用設備点検（総合点検年1回、機器点検年2回）

（５） 施設修理で50万円未満のもの（破損ガラス交換、
　　　窓紐交換、錠前修理、建具修繕、床塗装修繕等）

（６） 設備修理で50万円未満のもの（消防用設備、
　　　暖房用設備、上下水設備、照明設備、展示機器、
　　　館内外誘導表示修理等）

２  具体的な取り組み

３  次の業務については第三者委託を行い、札幌市内の企
業を活用した。

　　日々の事業日誌を効果的に運用するとともに、館内
　　打合せを随時開催することで、日常業務の情報共有化
　　を図り、改善活動を積極的に実施した。

１ 指定管理業務の重要性や安全第一の考えを基本に指揮
命令系統を明らかにするなど責任者を明確にして、適正な
管理に努めた。

（７） 外構緑地管理（低木雪囲設置・撤去・剪定、芝剪定・
　　　養生、敷石・門・塀修理、害虫駆除等）

（８） 広報、啓発、調査、研究、催事等により一時的に発生
　　　する軽微な事務に関する業務

２ 第三者に対する委託にあたっては、札幌市内に本社を構
える企業を最優先に選定することを基本とし、適切な管理
監督を行った。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受託
者への適切監督、履行確認）

（２） 警備業務（夜間警備、休館日日中警備）

（３） 空調設備点検業務（年1回）

（１） 清掃業務（日常清掃、計画清掃）

・損傷が激しかった花
台の手すり部分の修
繕検証を、北電総合
設計担当者を交えて
行い、歴史的建造物
の工法、意匠へ配慮
しながら、安全かつ迅
速に修繕を行うことが
できた。
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協議会
メンバー

第1回

（１）業務の報告と管理運営上の問題点や改善に関す
     ること。

（２）管理運営に係わる各種規定、要綱、マニュアルに
　　 関すること。

（３）協議会において、協議を要するとしていること。

１ 永山邸等の管理運営に当たって、広く意見を聴取し、管
理運営に反映させるとともに、市民サービスの向上を図る
ため、札幌市や外部有識者、地元町内会、近隣企業が参
加する「永山邸等運営協議会」を開催し、協議を行った。

（４）市民サービスや管理水準に関すること。

運営状況報告、前年度の活動報告、今年度事業計画
共有、意見交換

令和元年12月24日

運営状況報告、上半期活動報告、課題共有・意見交
換

第3回

令和2年3月23日

運営状況報告、今年度活動報告、次年度事業計画案
共有
＊感染症予防措置として書類開催とした

・平成31年度は年3回
の運営協議会を開催
し、開催後に議事録を
共有して委員全体が
意見交換の内容と取
組の進捗確認ができ
る仕組みとした。

令和元年8月19日

３  永山邸等運営協議会運営のサイクル

開催回 協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開催）

第2回

・地元自治会
・地元企業
・外部有識者（歴史・文化）
・札幌市
・指定管理者
・事務局

1名
2名
1名
1名
2名
2名

２  札幌市旧永山武四郎邸及び旧三菱鉱業寮運営協議会
協議項目
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様式３

・利用料金等の収入
に係る現金の取り扱
いに関しては、スタッ
フへ業務マニュアルを
遵守した取り扱いを徹
底した。また、統括責
任者による現金出納
簿チェック、金庫残高
確認、本社スタッフに
よるダブルチェックを
実施して、事故、不祥
事を防ぐことができ
た。

・苦情等の未然防止
を徹底することを基本
とし、発生時には誠意
をもった対応、管理室
Q＆Aでの読み合わせ
により、再発防止を実
現できた。

・より要望、意見を集
められるよう、公式サ
イト内に投稿フォーム
「旧永山邸ご意見箱」
を組み入れた。

１　資金管理・現金取扱に関するチェックの仕組みを導入
し、館長の監督のもと、現金出納簿の確認を徹底、本社に
よるダブルチェックを実施するなど確実な会計業務を行える
よう十分な体制を整えた。

（３）経理業務の運用については、社内システムを活用し、
　　　文書決裁・勤怠管理・旅費 ・経費処理を実施し た。

（２）現金の取扱いに関する事故・不祥事発生が確認された
　　場合は、即時に札幌市に報告するとともに原因を
　　究明し、再発防止を図ることにしているが、今年度は
　　該当事象の発生はなかった。

（３）現金については毎日定時に金庫内の確認を行い、
　　 入金等については即伝票処理と集計表の入力にて
　　 処理を行うとともに、現金は月末で締め、本社確認後、
　 　銀行へ入金処理を行った。また、金庫内には
     釣り銭のみとし現金の長期保管は行わなかった。

１ 施設の管理に関して、利用者その他の市民からの要望・
意見 ・苦情等は「管理室Q&A」に基づき、 迅速かつ適切に
対応した。

（１）経理業務については、共同事業体の「経理規定」を
　　制定して実施し、共同事業体構成企業各社の経理と
　　切り離し、資金管理を明確にした。

（２）指定管理業務にかかる収支については、共同事業体
　　　企業の2重チェック、相互監査により、正確性を高めた
　　　管理を実施した。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

３  現金等の適正な取扱い

（１）利用料金収入等現金の取扱いについては、「経理
　  規定」を制定し、スタッフに周知徹底するとともに
    金銭事故の未然防止に努めた。

▽　要望・苦情対応

・共同事業体2社によ
る経理状況共有を実
施し、管理の仕方を
相談、相互確認でき
る体制を活かして確
実な会計業務の実現
につなげることができ
た。
＊感染症拡大防止措
置として、当年度は帳
簿のダブルチェック実
施を見送ることとし
た。

２ 万一苦情やトラブルが発生した場合は、お客様に対し、
速やかにその原因 ・対策について説明し、理解を求めると
ともに、決して内部だけで処理をせず、速やかに札幌市に
報告・相談し、具体的な指示を仰ぐとした。

２  資金管理
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様式３

・日常業務中における
入館者からの意見
等、幅広く情報収集を
行い事業運営に反映
し、総合満足度、接遇
満足度、貸室総合満
足度の目標はすべて
90％以上として取組
み、すべて達成するこ
とができた。

    ア.　当該年度の管理業務の実施状況報告書
         令和2年5月31日　提出

（１）毎年度終了後に提出する報告書類

・報告書は現場スタッ
フ全員で共有し、実施
した事象についてふり
かえりの時間を設け、
意見交換の中で出さ
れた継続する点、反
省点、改善点は管理
室Q&Aに追記し、サー
ビスの充実に取り組
むことができた。

３ 事業等の報告については、仕様書で定められた報告書
類及び札幌市から求められる報告書類に基づき、定められ
た期日までに速やかに提出した。

    イ.　当該年度の管理にかかる収支決算書
         令和2年5月31日　提出

（３）文書管理簿

（４）各年度の事業計画書及び事業報告書

（５）収支予算及び収支決算に関する書類

２ セルフモニタリングについて、利用者や地域住民の声に
ついて自ら収集・測定を行った。

（１）利用者アンケート調査を実施し、アンケート結果に
　　ついては施設利用に係る満足度等を測定するととも
　　に、意見要望等を把握した。調査内容については、
　　館利用時における総合的な満足度、従業員の接遇、
　　実施事業の効果等を把握できる調査項目とし、調査
　　結果については、集計・整理後運営協議会に報告
　　するとともに観覧者、利用者への 閲覧用ファイルを
　　管理室に配備した。なお、調査にあたっては、
　　個人情報保護条例を遵守した。

１ 指定管理業務の実施に当たり、仕様書で求められる記録
・帳簿等を整備し、５年間保管のこととした。なお保管する帳
簿等は下記のとおりである。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリングの
実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の実施）

（６）金銭の出納に関する帳簿

（７）物品の受払に関する帳簿

（８）その他永山邸等運営に資する書類等

（１）事業日誌

（２）サービスや管理の実施状況、お客様の声、職員の
　　気づきなどを記録する事業日誌を作成し、日々の状況
　　や内容を記録した。常に事業日誌は、職員が内容を
　　閲覧できる状態にすると共に、その記録を用いて、
　　打合せや改善活動を実施した。

（２）管理業務に関する諸規定

    ウ.　永山邸等利用に係る各種統計書類
         令和2年5月31日　提出
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様式３

平成31年

⇒ 5月8日提出

令和元年

⇒ 6月7日提出

⇒ 7月9日提出

⇒ 8月8日提出

⇒ 9月9日提出

⇒ 10月9日提出

⇒ 11月10日提出

⇒ 12月10日提出

⇒ 1月10日提出

令和2年

⇒ 2月7日提出

⇒ 3月10日提出

6月度月次報告書

（２）毎月終了後に提出する報告書類

9月度月次報告書

10月度月次報告書

11月度月次報告書

4月度月次報告書

5月度月次報告書

（１）財務検査対応
　　 令和元年12月10日対応

（２）定例検査対応
　　 令和元年12月10日対応

（３）随時業務検査対応
　　 令和2年 3月26日対応

４　札幌市の検査・確認・要請に対する対応等

7月度月次報告書

8月度月次報告書

（４）各種確認・要請事項対応
　　 随時対応

12月度月次報告書

1月度月次報告書

2月度月次報告書

・各検査時には本社
スタッフと館長が立会
い、現場での対応等
の質問に対してその
場で迅速な回答を行
うことができた。

・各要請についての対
応は本社スタッフと館
長の2重チェックを実
施することで、確実な
報告を行うことができ
た。
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様式３

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼　施設で働く職員に対し、最低賃金861円
　　（令和元年10月3日発効）を上回る900円以上の
　　時給を支給した。

▼　施設で働く職員は、1週40時間、1日8時間を
　　順守した。

▼　全ての労働者を労災保険に、条件を満たす
　　労働者を雇用保険に加入させた。

▼　就業規則、労働契約書等は顧問弁護士に事前
　　確認を行った。

▼　統括責任者（館長）とスタッフの1on1ミーティングを
　　実施し、セクハラ、パワハラ等のハラスメントの防止、
　　休日、休暇の希望聴取、働き方の希望を確認する
　　など、雇用環境の維持向上を促す働きかけを行った。

２　具体的な取り組み

１ 労働関係法令の遵守、雇用環境の維持向上関係法令を
順守し、スタッフが安心して働ける快適な職場づくりに取り
組んだ。

労働関係法令を
遵守し、スタッフの
負担を軽減する
業務環境づくりを
実施した。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上（２）労働関
係法令遵
守、雇用環
境維持向上

３ 再委託業務に従事する労働者の労働環境の維持向
   上に資する契約の方針

（１）委託した業務が当該契約に基づき適切に行われる
     よう、必要な指導、指示、検査及び確認を行い適性
     に終了していることを確認後、札幌市へ月次に合わ
     せて報告した。

（２）受託者に対し、契約時に委託した業務に関連する
     労働関係法令を遵守するよう、 適切な監督、指導
     を行った。

・通常開館の他、建物
点検、イベント等、業
務の日程に合わせ効
率化や人員体制のシ
フト調整を行うなど、
スタッフの負担を軽減
する業務環境づくりを
進めることができた。

・新型コロナウイルス
感染拡大防止緊急事
態宣言による休館対
応の際は、休業手当
の制度についてスタッ
フに説明を行い、雇用
の維持と給与の補償
を行うことができた。

・契約内容（仕様書）
に準じた業務が遂行
できているか報告書、
検査等で確認し、再
委託従事者に過度の
負担がかからないよう
労働環境に配慮した
協働体制を築くことが
できた。
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様式３

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

    ウ.　維持管理業務の実施に当たっては、法令等に
         基づき有資格者による立会・作業を実施した。

１　統括的事項について

    ケ.　災害発生（地震、火災）時は利用者の誘導等安
          全確保を万全に行える様、防災訓練及び研修
          を実施した。なお、事象が発生した場合は、札
          幌市に対し速やかに報告するとともに安全対策
          並びに被害の拡大及び再発防止を図ることとし
          た。

・緊急時の対応等に
ついては、、永山邸等
業務マニュアル、危機
管理マニュアルを作
成し、利用者の安全
確保、市民サービス
への対応を適時的
確・着実に実施するこ
とができた。    イ.　各業務を実施する際に、 利用者の施設利用の

         支障にならないよう配慮するとともに、利用者に
         対し業務の実施について十分に案内し理解を得
         るよう努めた。

    エ.　拾得物の取扱いを遺失物法（平成18年法律第
　　　   73号）に基づき適正に行った。

    オ.　災害、救急に係る対応については「危機管理
         マニュアル」に基づき適切に対応できるよう訓
         練を行った。

    キ.　職員の巡回や清掃業務、警備業務等について
         は、常に快適な空間を意識し、最良な状態の維
         持に努めた。

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への配
慮、連絡体制確保、保険加入）

業務マニュアル及
び危機管理マニュ
アル等に基づき施
設・設備等の維持
管理を行うとととも
に、Q＆A事例集
等の作成やロー
ルプレイングを実
施し、市民サービ
ス向上に向けた
取組を実施した。

（３）施設・設
備等の維持
管理業務

    カ.　介助が必要とされる方に対しては、適切な介助
         を行った。

（２）「危機管理マニュアル」に基づき、連絡体制を確立する
　　とともに、「永山邸等緊急連絡体制図」を作成、常に
　　万全な連絡体制を確保した。

    ク.　事故発生（事故、盗難、急病人やケガ人）時に
         は、直ちに被災者へ必要な処置を施し管轄の警
         察署他関係機関へ連絡・通報するなど適切な対
         応ができるよう体制の確保を図った。

（１）利用者等の安全確保、市民サービスへの配慮等

    ア.　各業務に関して、利用者、歩行者、近隣
         住民、職員、その他業務に関連する者の安全が
         十分確保されるよう努めた。
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様式３

： １億円（１事故限度額5億円）

： １千万円

： 指定管理者の指定期間

１　施設、設備等の維持に関する管理

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、備
品管理、駐車場管理、緑地管理等）

： 被保険者を指定管理者と札幌市
   とし交差責任担保特約を付ける

    エ.　期　　　間

    オ.　そ の 他

： 永山邸等の維持管理期間
　 中の法律上の賠償責任

    ア.　対　　　象

    イ.　対人保障

（３）文化財としての価値を維持し、安全な施設運営を行う
　　ため、施設及び設備の保守点検を実施した。

（３）永山邸等管理業務仕様書に規定された補償を満たす
　　損害賠償保険に加入した。

（１）清掃業務については、技術的に信頼でき、実績のある
　　企業への委託とし、施設の快適な環境を保つため、
　　仕様書に基づき、効率的に実施した。日常清掃では、
　　毎日、定期的に行う清掃、施設利用者等からの連絡、
　　要求に基づき行う清掃を実施した。計画清掃では、日常
　　清掃で行うことが困難な清掃を計画的に実施した。
　　廃棄物収集処理では、施設運営に伴い排出される
　　ゴミ、廃棄用紙、段ボール、資源物等を収集、処理
　　した。

（２）警備業務については、施設の秩序を維持し、施設財産
　　の保全と安全の確保のため、法令を遵守し、あらゆる
　　事故の発生警戒・防止に努めた。 また、 火災、盗難、
　　破壊等のあらゆる事故の発生を警戒・ 防止することに
　　より、財産の保全と人身の安全を確保することで、
　　円滑な管理運営を実現した。

    ウ.　対物保障

・来館者・貸室利用者
が快適に観覧、利用
できるように館内清掃
と整備に努め、利用
者アンケートでもコメ
ントにて高評価を受け
ることができた。

・職員・警備による館
内巡回により、危険個
所の把握はもとより不
審物の確認等に努め
利用者及び館の運営
の安全面を確保し信
頼性を高めることがで
きた。
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様式３

・館の災害時に成果
を反映できるよう意識
した防火・防災訓練を
実施し、職員の対応
知識・対処スキルを高
めることができた。

・急病人、ケガ人発生
時はどのような対応を
行ったか記録を残し
（業務日報）、同様の
ケースにすぐに対応
できるようスタッフ間
で情報共有し、改めて
緊急時の設備確認を
行うなど、素早く安全
な対応を実行、維持
できるよう努め、安心
安全な館の運営を執
り行うことができた。

・備品台帳を活用し、
傷みの進んでいる備
品の洗い出し、交換
検討のチェックを行
い、利用者が安全快
適に使用できる状態
を作ることができた。

・駐車場利用希望の
申し出があった場合
は、すみやかに入館
時の歩行の支援や車
いすの準備等を行っ
た。また、必要な案内
ができているか、とっ
さの対応ができるか
確認するため、管理
室Q&Aに事例対応を
記載し、ロールプレイ
ングを実施して、より
充実した来館者対応
を行うことができた。

（１）災害等が発生した場合の役割、連絡系統を
　　明確にした。

２　防災業務の実施方針

（３）永山邸等における事故による傷病等の想定項目を
　　マニュアルに記載し、発生時に迅速な対応ができる
　　ようにした。

（４）備品の管理に当たっては、今年度新しく購入した備品
　　も含め、備品一覧（備品台帳は整備中）を基に随時
　　その有無・破損状況を確認するとともに、市民の利用
　　前にも再度機能・汚れ等を点検し、利用ニーズに
　　応えられるよう管理した。

    ア.　庭園部の芝生剪定・植栽管理を行った。

    イ.　敷地内の落ち葉、ゴミ等の清掃を行った。

（７）外構緑地管理については、敷地内の外構、緑地の
　　美観の保持、安全、防犯及び近隣住民への迷惑防止
　　を図るため、点検、剪定、除草、病害虫防除、養生、
　　冬囲い等適切な維持管理をすることとした。その他、
　　季節によっては、カラスやスズメバチが利用者へ
　　危害を加える恐れがあるため、利用者への呼びかけ
　　をし、利用者の安全確保に努めた。冬期間においては、
　　利用者が出入り口の通行に支障を来たさないように、
　　除排雪を行うとともに入館入口階段にゴムマット
　　を敷く、札幌市土木部より提供された滑り止め材を
　　散布するなど、滑り止め対策を講じた。

（５）車椅子利用者等駐車場への対応は、管理室へ身体の
　　不自由を理由に申し出があった方に限り駐車利用を可
　　とした。また、貸室利用者の搬入出時の駐車スペースも
　　設け、施設利用者が安全、円滑に駐車できるよう必要な
　　案内・誘導を行った。更に、駐車場入口付近や駐車場
　　内での交通渋滞の未然防止、渋滞が発生した場合の
　　速やかな解消に努めた。

（８）緑地管理

▽　防災

（９）大雪に備えてエンジン駆動の小型除雪機を導入し、
　　観覧者や歩行者への通行を確保した。

１ 防災業務についての基本的考え方
日常の安全管理は、安全管理体制・緊急時対応体制を整
え、定期的な点検や防災訓練活動を実施した。緊急時の危
機管理は、ケース別の対処法を「危機管理マニュアル」 とし
てマニュアル化し運用することで施設利用者の安全を確保
した。

（２）災害等による被害を最小限に抑えるための防災
　　訓練を実施するとともに、危機管理マニュアルを
　　活用し日々の安全管理の徹底を図った。
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様式３

（７）「永山邸等消防計画」に基づき年２回、防災訓練を
　　実施した。

（１）災害事故対策
　　地震、風水害等の災害および駐車場を含む施設内外に
　　おける事故による傷病等が発生した場合に、 消防署や
　　警察署等への迅速かつ的確な対応ができるよう災害時
　　対応札幌市文化財施設危機管理規程に基づく「危機
　　管理マニュアル」を作成するとともに、日頃から避難
　　訓練を行い、利用者の安全確保を最優先に行動
　　した。

３ 日常の安全活動
施設・敷地内の秩序及び規律の維持のため、施設利用者
の安全と身体の保護、不審者・不審物の早期発見、施設破
壊等の警戒・防止、火災、盗難、不正、不法行為、 その他
災害の防止など施設全体の安全体制を整えた。

（６）休館日の災害等への対応体制については緊急連絡
　　体制図の作成とマニュアルの作成、 それに基づく
　　研修を実施した。

（４）事故による傷病等を未然に防ぐための方策等を
　　研修に取り込み学ぶことで発生時に慌てず対応
　　できる知識や体制を整えた。

（５）万一事故等が発生した場合の対応方法(医療機関
　　その他関係機関との連携を含む)をマニュアル化する
　　とともに、発生時に迅速な対応が取れるよう研修を
　　行った。

４ 緊急時の危機管理
事故、盗難、急病人やケガ人等が発生した場合、「危機管
理マニュアル」に基づき、直ちに被災者へ必要な処置を実
施すると共に、警察署・消防署等関係機関へ連絡 ・通報す
るなど適切な処理ができるよう訓練を実施した。また、札幌
市に対し速やかに報告するとともに、安全対策等を協議し、
被害の拡大及び再発防止を実施できるよう研修を実施し
た。

・館内巡回を行い、火
災、不審者等の早期
発見に努め、建物の
安全を守ることができ
た。

・緊急時の体制につ
いて、意識向上を高
める研修を行い、緊
急時に対する全職員
の意識向上を高める
ことができた。

・実際に貸室利用者、
来館者のケガや体調
不良、探し物を訴えら
れた時のために、救
急用品の保管場所、
消防設備の設置位
置、各所連絡先を意
識し、研修のロールプ
レイにて素早く対応で
きる意識付けができ
た。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
・文化財等に関する
学習機会の提供につ
いては、講演形式だ
けでなく、ガイドツ
アー、制作、クイズラ
リーなどさまざまな手
法を用いて、学びのア
プローチをデザイン
し、多様な参加者に
文化財に親しむ機会
を作ることができた。

・イベント毎新しい参
加者の応募があり、
固定化した参加者の
みに機会を提供する
のではなく、広く多様
な興味をもつ市民に
向けて文化財、歴史
的資産に関する学び
に楽しみながら親しむ
企画が実施できた。

 建物に関連する歴史、近隣地域について、ネットワークを
活かした効果的な情報収集・発信を行った。

・館内設置デジタルサイネージ、タブレットにて歴史的資料
を継続して配信

・月次ニューズレター「永山かわら版」を作成し、旧永山邸行
事、周辺イベント情報を掲載して配布用に館内にて設置（毎
月1日を目処に更新）

・図書室にて寄贈資料の閲覧実施し、三菱マテリアル（株）
より寄贈された社史をはじめ、取材依頼のあった出版社より
送られたサンプル書籍などを図書室に配架し、来館者が自
由に閲覧できるように公開している。

・歴史的建造物の知
識を有する資格保持
者のネットワークを活
かし、情報収集、資料
の確認、情報交換を
スムースに行うことが
できた。

・ボランティアガイドス
タッフ、歴史文化研究
者からの資料を積極
的に収集し、スタッフ
研修等で共有しなが
ら、利用者へのサー
ビス向上に繋げること
ができた。

（１）災害時に備え、救急箱や災害時の職員用備蓄品
　　 を事務所内に備えた。

（２）消防法（昭和２３年法律第１８６号）第８条に規定
     される防火管理者ないし防災管理者の選任、消
     防計画の策定及びその実施を通じて、消防法及
     び関係法令に規定される防火管理又は防災管理
     を徹底した。

＜具体的な業務の実施手法＞

▽　文化財等に関する学習機会の提供業務（4）事業の計
画・実施業務

旧永山邸の設置目的である「文化財愛護精神の育成と市
民文化の向上」の実現に向け、文化財 ・歴史的資産に関す
る学習機会を提供する事業を展開し、市民や関連団体と協
働して「楽しみながら学べる」企画を実施した。

（２）緊急時の対応について
　　緊急時の連絡体制については、緊急連絡系統図を
　　作成し速やかに対応するようにした。

５　その他

＜具体的な業務の実施手法＞

・「リニューアル１周年記念講演会」開催（6/23）
(話題提供者：角幸博氏、野村ソウ氏、福田館長)

・「旧永山邸庭園と永山記念公園のみどりを学ぶ
ガイドツアー」開催（協力：札幌市中央区土木センター8/3）

・「北海道遺産オープンラボ講演会」開催
（北海道遺産協議会主催11/5）

要求水準に基づ
き各種事業を実
施した他、様々な
手法を用いること
により、固定化し
た参加者だけでな
く、広く市民に向
けて文化財、歴史
資産に親しむ機
会を提供した。

イベント実施に公
募により市民出展
者を募ることで、
永山邸等を介して
市民出展者等と
のネットワークを
築き、歴史文化に
関する市民の自
主活動及び交流
の支援に貢献し
た。

▽　本市の歴史・文化に関する情報収集及び提供業務
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＜具体的な業務の実施手法＞

・落ち葉清掃ボランティアワーク実施（4/13、20、10/26）

・協力事業「三菱アジア子供絵日記フェスタパネル展」実施
（7/20～8/20）

・写真でとらえる旧永山邸の魅力vol.2ワークショップ、作品展
示会開催（8/10）

・旧三菱鉱業寮登録文化財選定を祝おう会開催（11/01~10）

・「お正月準備会ワークショップ」開催（12/28）

・協力事業「プレーパーク交流会」開催（2/8）

▽　その他設置目的を達成するために必要な業務

旧永山邸の特性を活かし、地域住民、関連団体と連携しな
がら文化財の普及事業に取組んだ。

旧永山邸ガイドボランティアスタッフをはじめとする歴史・文
化に関する活動を行う市民及び団体に対して、情報・学習
活動の場を提供した。

＜具体的な業務の実施手法＞

・WEBサイト、SNSで
の情報発信を実施し
たほか、地域のかわ
ら版、近隣商業施設
のサッポロファクト
リーに定期的に旧永
山邸イベントの告知を
掲載するなど、地域性
を活かした情報発信
を行い、エリアの中の
情報拠点としてのPR
活動を行うことができ
た。

・関連文化施設と連
携したイベントに協力
参加し、市内文化財
の魅力発信、他施設
との交流促進に貢献
できた。

▽　歴史・文化に関する市民の自主活動及び交流の支援業務
・イベント企画の際に
公募による市民参画
を試み、イベントの準
備、実施運営を通し
て、市民出展者と協
働の基盤を築くことが
できた。

・NPOれきけん、NPO
法人北海道遺産協議
会、地元活動団体
等、イベントを通じて
多様な団体がつなが
るきっかけをつくるこ
とができた。

・企画を作っていく中
で多様な人と旧永山
邸の価値、文化財の
価値について触れて
いき、歴史文化資源
についてそれぞれの
観点から価値や魅
力、保存・活用に関す
る発見をしながら文化
財に深く親しめる機会
を開くことができた。

・ちえりあ学習ボランティア企画講座にて話題提供の協力
（5/31）

・「永山カルチャーナイト  韓国語で館内ガイドに挑戦」開催
（6/21）

・「永山まつり」開催（9/21）

・「北海道ヘリテージウィーク旧永山邸会場」開催（10/28）

・新年装花展示実施（1/4~6）

・「旧永山邸冬あそび会」開催（1/12）

・ギャラリー、まちの図書室にて雛の会による
「雛飾りと書の展示」開催（2/21～29）

　・旧永山邸ひなまつり会
（感染症拡大防止対応休館のため中止）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　事業の計画及び実施に関する業務実施件数

①学習機会の提供

②情報収集・提供

③市民の活動交流支
援
④その他必要業務

要求水準 計画 実施

2回以上

-

-

-

2回

随時

3回

4回

3回

随時

6回

7回

１ 施設利用等に関する業務
公平利用・利用者の利便向上に努めるとともに、地域住民
や市民団体等の協力により、利用率向上を図った。

３　貸室に関する業務

（5）施設利用
に関する業
務

▽　利用件数等

条例・規則を遵守し、平等な利用機会と快適な使用ができ
る環境づくりに努めた。また、貸室利用説明会、主催イベン
ト等で貸室利用のモデルケースを示し、利用の具体的なイ
メージづくりを促進した。
　　◎貸室利用実績　1,300件（利用率41.6％）、減免37件
　　　・和室A　 303件（29.1％）
　　　・和室B　 559件（53.7％）
　　　・和室C 1,041件（42.1％）
　　◎撮影実績　102件

２　観覧利用等に関する業務

・文化関連施設にパ
ンフレットを設置する
など幅広い市民に向
けて新しい活動の場
としてPRするほか、地
域のまちづくりセン
ター、近隣学校、保育
園等にもパンフレッ
ト、イベントチラシを配
布し、観覧・貸室利用
の周知活動を行うこと
ができた。

・サッポロファクトリー
従業員通路にて、貸
室PRポスターの掲示
を行い、ファクトリー従
業員の貸室利用につ
なげることができた。

・何度も館に足を運ん
でいただき、文化財に
親しむきっかけが生ま
れるよう、管理室ス
タッフの接遇に対する
意識付けを行うととも
に、ガイドスキル、窓
口応対のスキルを向
上するための研修を
適宜行い、高い満足
度を維持することがで
きた。

定期的にイベント
を開催するととも
に飲食事業の魅
力を効果的に生
かすことにより、
何度も足を運んで
くれるきっかけづく
りを行い、観覧者
数が目標数値を
大幅に超えた。
貸室利用率は目
標水準達成に向
け努力したが、新
型コロナウイルス
感染拡大の影響
もあり、未達成と
なった。

（１）観覧者・見学会をスムースに受け入れられるような
　　管理室体制の整備、ボランティアガイドスタッフとの
　　協力しての来館者対応に取り組んだ。
　　◎年間来館者数43,185人（目標36,000人）
　　◎来館者アンケート総合満足度99％（回答数564件）

（２）来館者・貸室利用者アンケートの回答数を促進する
　　ため、オリジナルポストカードを作成し返礼品として
　　配布した。
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※貸室利用率実績値は日数稼働率　　　

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・今年度は貸室のリ
ピート率が増加し、利
用率を上げることがで
きた。

・貸室での利用実績
が増えることで事例紹
介が可能になり、貸室
利用案内を積極的に
行うことができた。

(３)SNSでは館の今がわかる写真を随時掲載し、魅力ある
　　風景やイベントのようすを発信した。

・指定管理者主催
イベントで新しい貸
室利用の提案を行
うほか、貸室利用
団体の許可を得ら
れる場合はその取
り組みをSNS等で
紹介し、新規利用
者へのPR、利用イ
メージの拡大を図
り、利用者増につな
げることができた。

１　広報活動について
施設の概要、貸室利用のPR等の情報提供媒体としてシン
プルかつデザイン性のあるリーフレットの作成・配布し、公
式サイト、公式SNS、Instagramインターネットホームページ
の更新を行った。（R元年度のホームページアクセス数：
275,201件）

(２)公式サイト、SNSを活用し、旧永山邸の歴史 ・文化財に
　　関する情報のほか、館主催イベント、近隣情報を恒常的
　　に掲載した。

(３)地域企業ボランティア清掃、まちづくりセンターの緑化活
　　への協力を行った。

(４)ちえりあ研修会等の話題提供に協力し、館周辺
　　の歴史・文化の知識を広く共有する機会に貢献した。

▽　広報業務

(１)リーフレット・チラシ等は文化財関連施設のほか、市民
　　活動サポート施設、まちづくりセンター、観光ガイド拠点
　　に設置し、幅広い層に館の周知ができるよう配布した。

（6）付随業務

 文化財としての価値と新しい魅力を発掘する取り組みとし
て、月1回のペースで建物の雰囲気、周辺環境を活かしたイ
ベントを実施し、新しい分野の市民・団体とのつながり、施
設利用の事例提案、イベント参加者の拡大に向けたきっか
けづくりに取り組んだ。

・ホームページには貸
室の空間の様子、利
用できる備品の写真
を掲載し、開館前でも
室内の利用イメージ
が持てるよう配慮し、
貸室利用者の利便向
上につなげることがで
きた。

・館の周知、PR媒体
はシンプルな構成と
内容をコンセプトに、
広く親しみやすいパン
フレット、HPづくりを意
識し、幅広い層に気
軽に手に取っていた
だくことができた。

・リーフレット等の配布
先は興味の範囲、活
動のテーマによって
受け手に偏りがない
よう、多様な施設、団
体へ配布、設置を実
施することができた。

SNS等を有効に活
用し、永山邸の状
況を随時掲載し、
イベントの様子を
きめ細やかに発
信した。

(２)ホームページでは館の外観、内観を詳しく掲載し、観覧
　　及び貸室のイメージができるようなページ構成を実装
　　した。

▽　利用促進の取組

(１)設置目的を遵守しながら歴史・文化の分野を超えた
　　視点からのテーマを用いたイベントを実施し、多様な
　　興味を持つ市民に向けた館の価値・魅力を発信し、
　　PRする機会を作った。

H31 目標値

貸室利用件数 1,875　件

H31 実績値

1,300 件

貸室利用率 60% 以上 41.6%

来館者数 36,000　人 43,185 人
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引継業務なし。

・館での取組が周知さ
れ、各所から事例紹
介、周辺地域資源の
資料提供等協力依頼
を受ける機会が増え、
旧永山邸が地域の情
報発信、観光情報拠
点として役割を発揮し
て企業・団体に協力
することができた。

・運営協議会、関連団
体へ定期的に旧永山
邸の活動情報を発信
して関係性を保つとと
もに、地元まちづくり
活動団体である下町
づくり社理事を運営協
議会メンバーに迎え、
周辺エリア一帯と連
携したまちづくりに取
り組む基盤を整えるこ
とができた。

(２)ホテルクラビーサッポロ、（株）JTBの依頼により、
創成東ガイドツアメニューーづくりの話題提供、資料提
供等協力を行った。（9/20、10/18）

２　その他、館の管理業務に付随する一切の業務

▽　引継ぎ業務

(１)周辺施設、地域団体との情報交換、イベント協力の
　　相談に随時対応し、館の周辺だけでなく広範囲のエリア
　　で一体感のあるまちづくり、賑わいづくりに取り組んだ。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ▽　自主事
業

１　飲食・物販事業

(２)事故 ・不祥事を防ぐため、自治点検（毎月）及び共同
　　事業体経理担当における相互業務監査を実施した。

(３)社内経理規定に沿った適正な経理処理を行った。

(１)自主事業の収支については、本業務に係る収支と区分
　　して経理処理を行った。

２　自主事業その他

２　自主事業に関する経理

文化財を活かした
飲食・物販事業を
展開し、観覧者数
の増加に大きく寄
与するとともに、
普段、文化財に親
しむことが少ない
世代にも文化財
の価値や魅力に
触れる機会を創
出した。

（１）飲食事業
　　和洋折衷喫茶ナガヤマレストカフェ概要
　　◎営業開始日
　　　2018年6月23日（リニューアルオープンと同時に開店）
　　◎使用場所
　　　旧三菱鉱業寮1階（フリースペース1・2）
　　◎営業時間
　　　11：00～22：00、毎月第2水曜（休館日）店休
　　◎テーブル席、カウンター席合計28席
　　◎提供メニュー
　　　ナガヤマブレンド、黒蜜ほうじ茶ラテ、北海道熟成茶、
　　　開拓使ビール、小樽ナイヤガラスパークリングワイン、
　　　ビーフシチュー、永山邸カレー、北海道産エゾシカ
　　　肉のミートソース、牛ヒレカツサンド、十勝新得町
　　　北広牧場のソフトクリーム、ナガヤマパフェ、
　　　キッズハンバーグプレート　など
　　　※一部テイクアウト可能なメニューあり
　　◎スタッフ
　　　キッチン2名、ホール2名※適宜増減あり
　　◎2019年度実績
　　　来店者数：28,556名、飲食売上：36,367,837円

（２）物販事業
　　和洋折衷喫茶ナガヤマレスト物販スペース概要
　　◎営業開始日・使用場所はカフェに同じ
　　◎物販スペース
　　　レジ、作業カウンター什器下部棚にて商品陳列
　　◎取扱商品
　　　ギフト用コーヒー・北海道熟成茶ティーバック、
　　　オリジナルクッキー、オリジナルデザイン風呂敷・
　　　マスキングテープ、北海道遺産ガイドブック　など
　　◎2019年度実績
　　　物販売上：461,886円

・カフェ事業を実施し
たことで、館に滞在す
る時間が長くなり、ま
た、歴史文化資料の
観覧以外の目的で多
様な層の来館者を獲
得できた。カフェ事業
者の企画する季節限
定のメニューやスイー
ツにより、1度だけでな
く何度も館に訪れる
きっかけを作ることが
できた。

・物販についてはナガ
ヤマレストオリジナル
デザインのグッズの
ほか、北海道遺産ガ
イドブック、赤レンガガ
イドブックを置き、おみ
やげの販売だけでな
く、文化財の周知PR
にもつなげられた。

・館の飲食のルール
の周知ができつつあ
り、加えて管理室でご
み袋販売サービスを
開始したことで、貸室
での飲食、ごみの廃
棄に関するトラブルを
回避することができ
た。
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・段差スロープを設置
したことにより、観覧
事業を安全安心に行
うことができ、来館者
の利便向上につなげ
ることができた。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

旧永山邸の管理運営にあたり、各種ノウハウを有する市内
企業・団体等を優先的に活用した。

２　第三者委託について

・自社運営のHP、
SNSだけでなく、地域
の情報媒体（わかば
やし平成かわら版）へ
のイベント情報掲載と
館で毎月発行してい
る永山かわら版を館
内にて配布すること
で、WEBツールに親し
みのある人以外にも
内容の周知、申込案
内をスムースに行うこ
とができた。

(１)文化財に関する学習機会の提供、講演依頼等について
　　は関連する歴史文化団体と協働で開催した。

(２)イベント、館の情報発信の際には、地域の新聞販売所、
　　周辺施設、文化財関連施設の協力を要請した。

１　イベント実施にあたっての活用

(２)委託者に対し、契約時に委託した業務に関連する労働
　　関係法令を遵守するよう、適切な監督、指導 を行った。

(３)館を安全安心に観覧いただくCSの一環として、
　　旧永山邸と旧三菱鉱業寮の段差部分にスロープを
　　継続して設置した。

(３)委託者に対して、館の業務を行うために必要な法令
　　順守状況及び労働環境に関わる情報提供を求めた。

(１)以下の業務については、札幌市内に本社を構える
　　企業を最優先に選定した。
　　（清掃業務・塵芥業務・警備業務・除排雪業務・
　　庭園管理業務、修繕業務）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

来館総合的満足度

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

アンケートの満足
度実績値がいず
れの区分も目標を
以上だった。

実施方
法

目標

90%以上

90%以上

90%以上

実績

99%

100%

99%

アンケートシート設置、管理室での回収

結果概
要

※接遇満足度は管理室スタッフ、ボランティアガイドスタッフを合せたもの
※貸室満足度は100件の回答結果より集計

スタッフの接遇満足度

利用者アンケートにおける満足度の目標と実績

・とても満足
・満足
・普通
・少し不満
・不満

・利用者のアンケート
情報収集を行い、ご
意見・ご要望について
迅速に検討を行い、
サービスの向上に反
映することができた。

・感染症予防の観点
から、ペーパーレスア
ンケートの導入も検討
を進める。区分

総合満足度

接遇満足度

貸室満足度

来館者アンケート等の実施
（回答数　来館者564件、イベント72件、貸室153件）
・実施期間：4/1～3/31
・返礼品としてオリジナルポストカード1枚プレゼント

71％
23％
 4％
 0％
 0％

・大変良い
・まあ良い
・普通
・あまりよくない
・不満

78％
17％
5％
0％
0％
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1,537,000

純利益 677,000 44,747 ▲ 632,253

・利用収入が予算を
下回ったが、自主事
業が継続して好調
だったため、今年度も
予算を上回る利益還
元を実現できた。

3,878,516

利用料金

H31予算

32,418,000

1,868,632

指定管理業務支出 27,481,000

▲ 543,253

自主事業支出 2,437,000

32,418,000 33,645,422 1,227,422

1,539,450 ▲ 719,550

指定管理費

法人税等

収入-支出

29,918,000

1,723,000

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

1,770,675

27,398,000

1,227,422

指定管理業務収入

＜改修後の印象について＞
素晴らしい保存状態で若い方々を呼び寄せる工夫にとても
感心しました
多くの人が利用できるよう文化的遺産を有効に活かしてくだ
さい

＜ボランティアガイド・スタッフへの感想・ご意見＞
ガイドをしていただけて満足度高く見学出来ました
説明して下さった方が面白くてもっと聞きたいと思った

＜カフェに関する感想・ご意見＞
夜10時まで空いてるのがよくレストランもメニューもよくおい
しくよかった
街の中でとても静かな様子で落ち着きました

＜その他コメント＞
改築前に応接セットが置いてありました。当時の物であれば
応接セットを置いた方が当時の雰囲気が
わかって良いと思います
札幌市民へのＰＲをもう少し増やしたら良いと思います
至る所に現代の機器と案内が多いのでちょっと残念に思い
ました。維持するご苦労はよくわかります

▽　収支

４　収支状況

(１)利用者からの意見・要望

その他

▲ 186,000

利益還元 275,000

78,340

自主事業収入 2,760,000

027,398,000

2,259,000

ほぼ計画どおりの
収支となった。

4,628,632

100,000 375,000

1,441,516

79,340

27,810,159

2,500,000 1,956,747

329,159

33,645,422

31,688,675

項目

支出

収入

1,000

差（決算-計画）H31決算
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安定経営能力は選定時の水準を維持している。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

３　オンブズマンの実地調査はなかった。

▽　説明

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及
び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

２　平成29年度については、情報公開請求はなかった。

１　各条例の規定に則り、全て適切に対応した。

・材料費相当の参加
料に対して参加者の
理解が得られ、イベン
ト経費の支出を抑える
ことができた。

１　収入について
 貸室利用が目標稼働率を達成できなかったため、差額が
大きく出た。

２　支出について
材料費がかかるイベント等は参加費を徴収することとしたた
め、「その他収入」が予算より増加しているが、備品代相当
分で相殺されることを見込んでいる。
花台の修繕費、自主事業光熱費の支出が予算より大きく
なった。

３　収支状況について
今年度も貸室利用料金収入が目標まで至らず、新型コロナ
ウイルスの影響による休館・貸室キャンセル受付対応によ
り、収入の見込みが大きくなっている。しかしながら、広告宣
伝費、備品購入費を抑え、全体的にバランスを保った収支
管理ができた。
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Ⅲ　総合評価

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

次の方針に基づき事業を展開する

●貸室・撮影利用増に向けた取組みの継続
2019年度：約40％→2020年度：60％を目標とする

貸室利用ポスター、利用事例紹介リーフレットを作成し、
利用促進を図る

●旧永山邸に関わる人の交流の場づくり
清掃ボランティア、勉強会の開催など、気軽に参加して旧
永山邸に興味関心のある人がふれあうことができる機会
を設け、旧永山邸の取組に参画していただける市民交流
の場を開く

地域の学校、企業、まちづくり団体、行政と情報共有し、
連携した取組につなげられるよう関係性を強化する

●旧永山邸の魅力をさらに高める事業の実施
北海道遺産協議会等、歴史文化関連団体の他、多様な
取り組み団体との連携事業を積極的に企画する

オリジナルグッズの企画、まちあるきイベント、館を活動の
舞台にしたい市民のためのコーディネート事業の実施

観光・文化振興に関わる札幌市全体の取組指針を理解
し、館の価値・魅力をもって札幌市全体の文化財活用・価
値の向上の取組に貢献する

デジタルツールを用いた旧永山邸に関する情報の発信力
の強化

＊感染症拡大防止に努め、安心・安全な施設運営を第一
に、状況を鑑みた事業を実施する

●旧永山邸のブランディング、周知・PR
公式サイト、SNSで情報発信を行うほか、イベント開催を行
うことで、新規来館者を呼び込む機会を開くことができた。

指定管理者、カフェ事業者で協働してデザインの統一、イベ
ントコンセプトの共有を行い、館とカフェ両輪の価値づけ、ユ
ニークさを発信することができた。

●継続して目標を大きく超える来館者数を達成
リニューアルオープン以降各種メディアの取材のおかげで、
目標来館者数を上回る実績を残すことができた。

カフェの季節メニュー、指定管理者事業イベントが周知され
て、新規来館者だけでなくリピーターが増えつつある印象が
ある。何度でも価値や魅力を感じられる施設にできるよう、
継続して安心安全な運営と館に親しめるイベント実施で、来
館の機会をつくりたい。

●まちの人とともに守り育てる文化財
札幌商工会議所ボランティアガイドスタッフ、イベント出展
者、中央区土木センター、周辺企業担当者と連携し、各イベ
ント協力に賛同いただき多様な企画を実現することができ
た。

さらに今年度は、サッポロファクトリ―内の店舗から大型テ
ントの貸出協力や、緑化協会プレーパーク担当者から冬あ
そびプレーリーダーの協力を得られ、より多彩な知見と内容
をもってイベントを実施することができた。
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【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

・観覧者数は、リニューアルオープンした昨年度より減少した
が、目標の36,000人を大幅に上回る約43,000人となった。その
要因として文化財を活かした飲食事業の実施及び定期的なイ
ベントを実施し、何度も足を運んでくれるきっかけづくりを行っ
たことは評価できる。
・貸室利用率は新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり、
要求水準は達成できなかったが、様々な貸室の利用促進の
取組を実施し、要求水準達成に向け、利用率を向上させたた
め、今後も継続的に貸室利用率を増加させることを期待す
る。
・近隣施設等のつながりを作っているため、つながりを生かし
た新たなイベント等の企画を期待する。

・ギャラリーの活用を指示した結果、写真展を開催し、観
覧者数を増加させる取り組みを行った。
・修繕必要箇所の管理を指示した結果、一覧表を作成し、
劣化状況が把握できる体制を整えた。
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